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まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。これによって，JIS K 4828-2:2003 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS K 4828 規格群（火薬類危険区分判定試験方法）は，次に示す部で構成する。 

JIS K 4828-1 第 1 部：試験シリーズ 5 

JIS K 4828-2 第 2 部：試験シリーズ 6 

JIS K 4828-3 第 3 部：試験シリーズ 7 

JIS K 4828-4 第 4 部：試験シリーズ 8 
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日本産業規格          JIS 
 K 4828-2：2026 
 

火薬類危険区分判定試験方法－ 
第 2 部：試験シリーズ 6 

Test methods for the hazard classification of explosives- 
Part 2: Test series 6 

 
序文 

この規格は，2023 年に国際連合から発行された“危険物輸送に関する勧告－モデル規則改訂 23 版”

（Recommendations on the Transport of Dangerous Goods－Model Regulations, 23rd revised edition）及び“試験

方法及び判定基準のマニュアル改訂 8 版”（Manual of Tests and Criteria, 8th revised edition）を基に作成した

日本産業規格である。 

1 適用範囲 

この規格は，輸送中の火薬類が，内部要因による火災若しくは外部出火源からの火災，又は内部要因に

よる爆発にあった場合の危険性を評価し，危険区分 1.1，1.2，1.3 若しくは 1.4（隔離区分を S とするか又

は S 以外とするか）に分類されるか又はクラス 1 ではないと判定するための試験方法について規定する。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS H 4000 アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条 

JIS K 4800 火薬用語 

JIS K 4806 工業雷管及び電気雷管 

JIS K 4828-1 火薬類危険区分判定試験方法－第 1 部：試験シリーズ 5 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS K 4828-1 及び JIS K 4800 による。 

3.1 
危険区分 1.1 

大量爆発の危険性のある物質及び物品 

3.2 
危険区分 1.2 


